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朝霞市まち・ひと・しごと創生総合戦略 令和元年度改訂版（案） 主な修正箇所一覧 

番号 ページ 見出し等 修正内容 

１ － 全般 

・ 平成２８年２月策定当初の内容から追加・修正した箇

所には下線を、削除した箇所には取消線を引いている（決

定後これらの情報は削除する予定）。 

２ ２ １．はじめに 

・ 「１－５．改訂にあたっての基本的な考え方」を追加。 

・ 審議会からの意見※を踏まえ、「朝霞市の地域特性を踏ま

え、朝霞市の実情に即した戦略を策定する」を追加。 

※ 今回の改訂内容が、国、県の第２期の新たな視点だ 

けに基づいた修正だけであり、朝霞市の実情をあまり 

勘案していないように読み取れる。 

３ ３０～３５ － ・ 「４．人口ビジョンⅢ（改訂時点の状況）」を追加。 

４ ３５ 
４－８．将来

人口の展望 

・ グラフ内に策定当初の試算に対する実績値を追加。 

・ 審議会からの意見※を踏まえ、策定当初の試算を上回る

状況について、市の考えを追加。 

※ 今回の改訂に当たり、策定当初の想定よりも人口が

増えているという前提を総合戦略の前半に載せた上

で、それに基づいて個々の施策を載せていくほうがわか

りやすい。 
 

５ 
３９、４３、

４９、５６ 
数値目標 

・ 改訂時点での現状値と令和２年度の目標値を理由ととも

に追加。 

６ ４０～６１ 
重要業績評価

指標（ＫＰＩ） 

・ 改訂時点での現状値と令和２年度の目標値を追加。 

７ ４０ 

（１）市内産

業の活性化と雇

用創出 

・ 昨年度策定した産業振興基本計画を踏まえ、主な取組

に「企業誘致による産業の振興」を追加。 

・ 審議会からの意見※を踏まえ、主な取組に「社会環境の

変化をリードする新たな産業の育成支援」を追加。 

※ 今回の改訂においても、第２期につながるように、国

の新たな視点である先進技術の活用を踏まえた施策

も検討すべきではないか。 

※ 「新たな産業の創出」について簡潔に書き過ぎている

ので、施策の充実を図った方が良い。 
 

資料２ 
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番号 ページ 見出し等 修正内容 

８ ４６ 
（２）ふるさと

意識の醸成 

・ 国の第２期総合戦略の新たな視点を踏まえ、取組方針

の概要に、「関係人口の創出」に取り組むことを追記。 

９ ４８ 

（３）朝霞市の

魅力を発信する

シティプロモーショ

ン 

・ 主な取組の「シティ・セールス朝霞ブランド」について、策定

当初からブランドが増えているため修正（５つ→７つ）。 

１０ ５０ 

（１）妊娠期か

ら子育て期にわ

たるまでの切れ目

のない支援体制

の充実 

・ 平成２９年１０月に子育て世代包括支援センターが開

所され、設置から充実のフェーズに移行したため、「構築」か

ら「充実」へと文言を修正。 

１１ ５２、５３ 

（２）様々な

保育需要に応じ

た環境づくり 

・ 当初策定後の保育事情を踏まえ、主な取組の内容を時

点修正。 

１２ ５４、５５ 
（３）魅力ある

教育の推進 

・ 国の第２期総合戦略の新たな視点「多様な人材の活躍

を推進する」を踏まえ、主な取組に「人権を尊重した教育

の推進」、「コミュニティ・スクールの設置」を追加。 

１３ ６０ 

③公共施設及び

インフラの戦略的

なマネジメントの

推進 

・ 現在、（仮称）あさかＦＭアクションプランの策定を進めて

いる状況を踏まえ、説明文を修正。 

・ 審議会からの意見※を踏まえ、ここでの取組のイメージを明

らかにするための参考情報として、主な取組の中で具体例

を記載しました。 

※ 内容が抽象的になっている。どこの課が関わってどのよ

うな取組を行うのかを数値目標とともに示した方が、

市民から見てわかりやすく、振り返りもしやすいのでは

ないか。 
 

１４ ６１ 

（３）地域防

災の連携を図

り、災害に対応

できるまちづくり 

・ 国の第２期総合戦略の新たな視点を踏まえ、主な取組

「地域間・都市間交流の推進」を修正。 

 


